
学校番号 2002 

平成 31 年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 国語総合α 単位数 
2 コマ 

(5 単位のうち) 
年次 １年次 

使用教科書 「国語総合」（教育出版） 

副教材等 「新国語総合ガイド 五訂版」（京都書房）「頻出漢字熟語 3000」（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、コミュニケーションのための「話す・聞く・

能力」や意思を伝えるための「書く能力」をしっかりと身に付ける。 

・自分の考えを書くこと、話すことで表現できるようになる。 

・予習として必ず語句の意味調べをしておくこと。授業の後には内容を振り返って復習すること。 

・提出物の期限厳守。定期考査の対策は、余裕を持って計画的に取り組むこと。 

 

２ 学習の到達目標 

・目的や場にふさわしい語句を選んで、適切に思いや考えを表現することができる。 

・目的や場に応じて的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。 

・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝え合うことができる。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 
b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする 

目的や場に応じ

て効果的に話し、

的確に聞き取っ

たり、話し合った

りして、自分の考

えをまとめ、深め

ている。 

相手や目的、意図

に応じた適切な

表現による文章

を書き、自分の考

えをまとめ、深め

ている。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く読んだりして

自分の考えを深

め、発展させて

いる。 

伝統的な言語文

化及び言葉の特

徴やきまり、漢

字などについて

理解し、知識を

身に付けてい

る。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの評

価） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシート、

原稿用紙） 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d e 
  

前 
 

 

期 

評
論 

教材 

「自由な主体になるために」 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

a:論じられるテーマに興

味を持って意欲的に学

習に取り組んでいる。 

d:作品世界の舞台を理解

している。下人の心理

の移り変わりを、場面

に即して読み取ってい

る。 

e:作者や日本近代文学に

ついての理解を深めて

いる。 

a: 観 察 ・ 自

己評価 

d:観察・ノー

ト・定期考

査 

e:観察・ノー

ト・定期考

査 

 

小
説 

教材 

「羅生門」 

  

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:作品に興味を持って意

欲的に学習に取り組ん

でいる。 

b:作品のテーマについて

自分の意見を自分の言

葉で表現できている。 

d:作品世界の舞台を理解

している。下人の心理

の移り変わりを、場面

に即して読み取ってい

る。 

e:作者や日本近代文学に

ついての理解を深めて

いる 

a: 観 察 ・ 自

己評価 

b: 観 察 ・ 自

己評価 

d:観察・ノー

ト・定期考査 

e:観察・ノー

ト・定期考

査 

 

評
論 

教材 

「水の東西」 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

a:論じられるテーマに興

味を持って意欲的に学

習に取り組んでいる。 

b:文章のテーマに対して

自分の考えを表現でき

ている。 

d:「鹿おどし」に関する

筆者の考えを理解して

いる。「噴水」に関す

る筆者の考えを「鹿お

どし」と対比する形で

理解している。 

e:語句の意味を正しく理

解し、漢字を正しく読

み書きしている。 

a: 観 察 ・ 自

己評価 

b: 観 察 ・ 自

己評価 

d:観察・ノー

ト・定期考

査 

e:観察・ノー

ト・定期考

査 



 

小
説 

教材 

「なめとこ山の熊」 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

a:作品に興味を持って意

欲的に取り組んでい

る。 

c:主題に対する自分の考

えを適切な表現でまと

めている。 

d:小十郎の気持ちが場面

を追って整理できてい

る。末尾の場面から作

者の思いを読み取れて

いる。 

e:語句の意味を正しく理

解し、漢字を正しく読

み書きしている。 

a: 観 察 ・ 自

己評価 

c:観察・ノー

ト 

d:観察・ノー

ト・定期考

査 

e:観察・ノー

ト・定期考

査 

 

評
論 

教材 

「ものとことば」 

  

 

 

 

 

 

○        

 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:論じられるテーマに興

味を持って意欲的に学

習に取り組んでいる。 

b:「虚構性を本質的にも

つ」ことの意味を意見

交換しながら話し合っ

ている。 

d:「確たる実感」や「認

識される対象が変化す

ること」の筆者の主張

の意味を正確に読み取

れている。 

e:語句の意味を正しく理

解し、漢字を正しく読

み書きしている。 

a: 観 察 ・ 自

己評価 

b: 観 察 ・ 自

己評価 

d:観察・ノー

ト・定期考

査 

e:観察・ノー

ト・定期考

査 

 

評
論 

教材 

「自由の制服」 

  

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

◎ 

  

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:論じられるテーマに興

味を持って意欲的に学

習に取り組んでいる。 

b:「制服」と同じ機能を

もつものについてどの

ようなものがあるか話

しあっている。 

d:「制服は自由の象徴で

ある」「個人を匿名の

属性へ還元する」の意

味を正確に読み取って

いる。 

e:語句の意味を正しく理

解し、漢字を正しく読

み書きしている。 

a: 観 察 ・ 自

己評価 

b: 観 察 ・ 自

己評価 

d:観察・ノー

ト・定期考

査 

e:観察・ノー

ト・定期考

査 



後 

期 

小
説 

教材 

「清兵衛と瓢箪」 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:作品に興味を持って意

欲的に学習に取り組ん

でいる。 

b:「瓢箪」に対する考え

方から父と教員の人物

像の違いを話しあって

いる。 

d:清兵衛と周囲の大人た

ちとの違いを読み取

り、それに伴い冒頭と

結びの三行の役割を正

確に捉えている。 

e:作者や作品の時代背景

について理解を深めて

いる。 

a: 観 察 ・ 自

己評価 

b: 観 察 ・ 自

己評価 

d:観察・ノー

ト・定期考

査 

e:観察・ノー

ト・定期考

査 

 

評
論 

教材 

「思い出せない記憶」 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:論じられるテーマに興

味を持って意欲的に学

習に取り組んでいる。 

c:言葉に対するイメージ

を変えてしまった自分

の体験について適切な

表現で書いている。 

d:「今ここにいたる膨大

な過去の積み重ね」「思

い出せない記憶の巨人

の恩恵」の表現の意味

を適切に捉えている。 

e:語句の意味を正しく理

解し、漢字を正しく読

み書きしている。 

a: 観 察 ・ 自

己評価 

c:観察・ノー

ト 

d:観察・ノー

ト・定期考

査 

e:観察・ノー

ト・定期考

査 

 

随
想 

教材 

「私が哀号と呟くとき」 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:教材のテーマに興味を

持って意欲的に学習に

取り組んでいる。 

b:「哀号はもっと複雑に

入り組んだ言葉だ」の

筆者の思いについて意

話し合っている。 

d:歴史的背景について理

解を深め、「借りを背

負って生きてきた」の

意味を捉えている。 

e:語句の意味を正しく理

解し、漢字を正しく読

み書きしている。 

a: 観 察 ・ 自

己評価 

b: 観 察 ・ 自

己評価 

d:観察・ノー

ト・定期考

査 

e:観察・ノー

ト・定期考

査 



 

評
論 

教材 

「白への跳躍」 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

a:文章のテーマに興味を

持って意欲的に学習に

取り組んでいる。 

b:「白という感受性」と

は何かを深める話し合

いをしている。 

d:文章の構成を確認し、

評論文の論の流れの構

造を確認する。「白」

の本文中での意味を的

確に捉える。 

e:語句の意味を正しく理

解し、漢字を正しく読

み書きしている。 

a: 観 察 ・ 自

己評価 

b: 観 察 ・ 自

己評価 

d:観察・ノー

ト・定期考

査 

e:観察・ノー

ト・定期考

査 

 

随
想 

教材 

「フィクションの役割」 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

◎ 

  

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

a:文章のテーマに興味を

持って意欲的に学習に

取り組んでいる。 

b:「フィクションの世界

でのみ味わえる自由を

守り続ける」とはどの

ようなことかを話し合

いをしている。 

d:「非論理的なフィクシ

ョン」と「作家の責任」

の本文での意味を的確

に理解している。 

e:語句の意味を正しく理

解し、漢字を正しく読

み書きしている。 

a: 観 察 ・ 自

己評価 

d:観察・ノー

ト・定期考

査 

e:観察・ノー

ト・定期考

査 

 

詩
歌 

教材 

「作品」 

 

 

 

 

○ 

   

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

a:教材に興味を持って意

欲的に学習に取り組ん

でいる。 

d:短歌の音感、リズム、

情感を味わい、歌のイ

メージを広げる。 

e:短歌の基本的なきまり

や修辞法を理解してい

る。  

a: 観 察 ・ 自

己評価 

d:観察・ノー

ト・定期考

査 

e:観察・ノー

ト・定期考

査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力 

c:書く能力  d:読む能力  e:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


